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OTO BODYCOAT
オットーボディーコート

　水性1液型アンダーコート剤で、耐ストーンチップ、耐擦傷性や密着性に優れています。

　脱脂洗浄、適切な前処理のされた全ての旧塗膜
　プライマーサフェーサーEP
　シッケンズの2液型サフェーサー類

　オットーボディーコート

　オットーボディーコート 20℃/1年間

　グレー

　55g/L　　（理論上での希釈済み塗料）

　塗着効率70％と仮定すると希釈済み塗料 1リッターで4㎡/100μm。（理論値）　

　備考：実際の使用量については、被塗物の形状や塗装方法又は、塗装環境
　　　　　により異なります。

　1コート/80～250μm

　使用後はラッカーシンナーで速やかに洗浄してください。

アクゾノーベルコーティング株式会社             01.10.1999

使用できる被塗物

主剤と副剤

貯蔵安定期間

色

VOC含有量

塗布可能面積

膜厚

器具の洗浄
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オットーボディーコート
　　　　使用方法

　脱脂洗浄後にドライP220でサンディングしてください。

　オットーボディーコートは、原液単体で使用します。
　最高5％(容量比）まで清水で希釈することにより、より細かい
　肌に調整する事ができます。

スプレーガン及び 　スプレーガン ガン口径 スプレー圧力
スプレー圧力

　ボディシュッツガン 4－5 bar
　圧送式 4-6mm 3－5 bar

　実車の肌にあわせてスプレーしてください。

　各コート間のフラッシュオフタイムは、膜厚、塗装回数、塗装湿度
　等の条件により異なります。

　乾燥時間は、膜厚、塗装回数、塗装湿度等の条件により異なり
　ますが、膜厚が80～150μmの場合は下記のとおりです。

20℃/3時間
60℃/30分

　シッケンズのトップコート類
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被塗物の前処理

塗り重ね可能製品

混合比

スプレー方法及び

乾燥時間

フラッシュオフタイム


